下北方五号地下式横穴墓出土品の国重要文化財指定の概要

１　指定の年月日と指定名称

　　　指定年月日：令和２年９月３０日

　　　指定名称：宮崎県下北方五号地下式横穴墓出土品
　　　　　　　　　（みやざきけん しもきたかた ごごう ちかしきよこあなぼ しゅつどひん）
２　指定点数と内訳

　　　指定点数：４７９点（本指定２１１点、EQ \* jc2 \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つけたり),附)２６８点）

　　　内　　訳：金垂飾付耳飾･･･２点、銀装大刀･･･１点、金属製品･･･１５０点

石製玉･･･３６点、ガラス製品･･･２２点

（以上、本指定）

鉄製品残欠･･･２３９点、４号地下式横穴墓出土品･･･２９点

（以上、EQ \* jc2 \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つけたり),附)）

３　出土品の特徴と価値

　特　徴：被葬者のヤマト政権との強い関係や朝鮮半島とのつながりを示すものが含まれる

　　・複数の鉄製甲冑をはじめとする鉄製品や鏡

　　・国内でも古式の馬具一式、金製垂飾付耳飾、銀装大刀

　　　→古墳時代中期の大規模古墳と同等の質、量を有する、同種の遺物でも日本列島での出現期資料に当たるものが含まれる。

　価　値：当該時期における遺存状態良好で質、量ともに優れた副葬品一括である

　　　　　　　これら遺物が古墳時代中期の南九州地域の古墳文化の特質を良く表している

　　　　　　　→こうした点から高い学術的価値を有する

４　古墳の概要

　　　所在地：宮崎市下北方町塚原5783－１、５

　　　発掘調査：昭和５０年７月４日～７月１４日

　　　古墳の形態：地下式横穴墓（古墳時代の南九州に特徴的な墳墓形態）

５　展示の状況

主要な資料を生目の杜遊古館に常設展示（宮崎市大字跡江４２００番地３）

　　　展示点数は４７９点の内、８９点

	【問い合わせ】

宮崎市教育委員会文化財課

電話　８５－１１７８


（記者配付資料）
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